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―
次
世
代
に
向
け
て
育
成
会
に
求
め
ら
れ
る
も
の
―

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会

長
　
横
山
　
利
恵
子

は
じ
め
に

私
た
ち
の
願
い
は
、
共
生
社
会
の
実
現
で
す
。
３０
年
後

の
社
会
の
担
い
手
は
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

昨
年
度
、
筑
後
市
の
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
「ち
っ
き
ゃ

ら
」
は
、
市
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
知
的

。
発
達
の

「障
が
い
」
理
解
を
図
る
た
め
に
疑
似
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
体
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の
３０
年
後
の
姿
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
で
す
。

ま
た
、
新
し
い
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
、
芦
屋
町
に
発
足

し
ま
し
た
。
地
域
に
根
差
し
た
地
道
な
活
動
が
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
に
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

令
和
７
年
度
　
事
業
計
画
の
概
略

会
員
の
高
齢
化
や
入
所
施
設
保
護
者
会
の
解
散
等
に
よ

り
、
団
体
正
会
員
の
減
少
は
喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
。
本

会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
本
会
の
財
政
現
状
を
検
証
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
将
来
に
亘
っ
て
よ
り
健
全
で
安
定

し
た
財
政
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
次
の
３
点
を
実
施
し
ま
す
。

（１
）
個
人
会
員

・
団
体
賛
助
会
員
の
加
入
促
進

′．
，
　
ど
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発 行 人
会長 横山利恵子

ありがとうこざいました

この会報は、

共同募金の配分を受けて

作成したものです。

（２
）
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
と
の
研
修
会
等
開

催
の
連
携

（３
）
内
部
規
定
の
見
直
し

機
関
誌

「手
を
つ
な
ぐ
」
・
広
報
紙
「は
ぐ
く
む
」
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
次
に
あ
げ
る
活
動
を
広
報
し
、
推
進

し
ま
す
。

（１
）
元
気
な
う
ち
の
「親
な
き
後
」
の
備
え

相
談

。
医
療

・
住
ま
い

。
お
金
の
４
点
は
「親
な
き

後
」
を
考
え
る
と
き
、
重
要
な
事
項
で
す
。
ま
た
、
そ
れ

と
と
も
に
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
の
動
き
も
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
「親
な
き
あ
と
」
の
安

心
を
目
指
し
ま
す
。

（２
）出
前
講
座
の
実
施

次
の
２
つ
の
講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
疑
似
体
験
活
動

啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
で
知
的
発
達
の
「障
が
い
理
解
」

を
推
進
し
ま
す
。

現
在
、
本
会
に
は
左
記
の
４
つ
の
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
が
あ
り
ま
す
。

①

筑
後
市
「ち
っ
き
ゃ
ら
」

②

嘉
麻
市

・
飯
塚
市
「つ
ば
さ
」

③

大
野
城
市
「ま
ど
か
」

④

芦
屋
町
「手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

ア
ッ
シ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

○
障
害
基
礎
年
金
学
習
会

特
別
支
援
学
校
を
始
め
と
し
た
保
護
者
や
本
人
な
ど

に
対
す
る
学
習
会
で
す
。

（３
）そ
の
他
の
広
報

・
啓
発
活
動

①
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等
に
係
る
啓
発

福
祉
施
設

・
事
業
所
や
在
宅
等
で
提
供
さ
れ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
を
図
る
事
業
で
す
。

対
象
者
は
、
現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

や
そ
の
家
族
の
方
、
契
約
内
容
を
把
握
さ
れ
て
い
る
方
等

で
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
苦
情
に
つ
い
て
、
事
業
所
と

話
し
合
い
で
解
決
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

※
内
容
に
応
じ
て
他
の
機
関
を
ご
案
内
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会
　
事
務
局

（０
９
２
）９
１
５
１
３
５
１
１

毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
　
９
時
か
ら
‐７
時

（※
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

令和 7年度 収支予算

経常収益

受取会費 1,965,000

受取補助金等 2,430,000

事業収益 2,928,000

寄付金その他 721,000

経常収益合計 8,044,000

事業費計 6,487,000

管理費計 1,557,000

経常費用合計 8,044,000

当期計上増減額 0

猾β́頼
ヽ

経常費用



令不□7年 4月 20日 は ぐ く む 弟 136号  (2)

手をつなぐ育 をつなぐ親の会とは

手をつなぐ育成会 。手をつなぐ親の会は、矢□的 。発達障がいの

ある人たちの権利擁護と政策提言を行い、幼少期から高齢期ま

で、矢目的・発達障がいのある人やその家族が抱える問題の解決

を目指して取り組んでいる団体です。

全国には、北海道から沖縄まで56の育成会組織があり、「全国

手をつなぐ育成会連合会」を構成しています。会員数は約10万

人です。

孟゙゙
・

楔
辣

3□以上 305000円～

育成会・親の会の活動を支えるのが、団体賛助会員です。

矢□的 。発達障がい児者の権利擁護活動、政策提言、本人活動支援、国際連携、災害対応、

情報発信などに活用させていただきます。

体賛助会員はメリットがいつぱい !

職員向け研修にも活用

可能な、有名講師によ

る分かりやすい研修動

画を無償提供 !

保護者向け勉強会や職員向け研

修で活用可能な分かりやすい研

修動画を無償で提供いたします

知的・発達障がい分野
の最新情報が満載の

機関誌「手をつなぐ」
を毎月お届け !

児童発達・放デイの
「家族支援力□算」取得
をサポート |

グループでの相談援助を実施す

る際、無償で先輩の親として育

成会の役員等を派遣いたします

団体賛助会員のお申込はこちらまで !

公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会 (担当 岩田)
〒816-0804 福岡県春日市原田丁3丁目1番地7 福岡県総合福祉センター内

匡[∃話  092-584-43ア4  FAX 092-584-4378
e― malt lnfo@fk― lkusel.org・ keiri@fk― lkusel.org

●
●
●

―みなさまで
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(3)1第 136号 は ぐ く む 令和 7年 4月 20日
．
滲
了
″
ｒ

と
も
だ
ち
広
場
は
、
本
人
や
家
族

。
支
援
者

さ
ん

か
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

も
参
加
で
き
る
広
場
で
す
。

本
人
を
真
ん
中
に
話
し
合
う
場
で
す
。

次
号
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

★
内
容
は
　
。
み
ん
な
に
言
い
た
い
こ
と

き

。
み
ん
な
に
聞
き
た
い
こ
と

。
詩
や
絵
や
写
真
な
ど

★
６
月
２０
ぃ
（鋭
）ま
で
に
副
儀
を
ば
っ
て
ね
。

★
Ｆ
Ａ
×

・
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
し
て
ね
。

;li調鷺手をつなぐ晉晟黎

:2 092-584-4374

dE1 092-584-4378

函国  info@fk―lkusel.org

おく  さき

★ 送り先

〒816-0804

春日市原町

クロー

3-1-7
ば ― ぷ_ら ざ ない

バープラザ内

一一一一一一一一一計
一正
一針一一
一計
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一雌一一一一一

―
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ー

ア
ダ
プ
テ
ツ
ド
と
は
適
応
す
る
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
発
達
や
運
動
能
力

に
合
わ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
。

２
０
０
３
年
頃
か
ら
日
本
に
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
体
育
で
は
、
以
前
は
障
が
い
が
あ
る
か
ら
「見

学
」が
当
た
り
前
の
時
代
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
用
具
や

ル
ー
ル
に
工
夫
を
加
え
る
だ
け
で
、
だ
れ
も
が
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
全

国
の
学
校
に
普
及
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
が
体
験
し
た
り
、
見
た
こ
と
の
あ
る
「風
船
バ

レ
ー
」
も
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ
で
す
。

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
と
知
的
障
が
い
の
な
い
人

が
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
な
り
、　
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ス
（Ｓ
Ｏ
）独
自
の
取

り
組
み
で
す
。
Ｓ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
知
的
障

が
い
の
あ
る
人
の
「た
め
に
」
で
は
な
く
、
「と
も
に
」
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と
謳
っ
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ

が
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
「と
も
に
」
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
機
会
を
増
や
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令和 7年度 定時総会 令和 7年 5月 15日 (木)10:30～  クローバープラザ

第 1回相談員研修会
兼 会員研修会 7月 25日 (金 ) クローバープラザ 13:00～ 501研修室 (予定 )

第 4回福岡県
障がい者スポーツ大会

4月 27日 (日 )
博多の森陸上競技場
パピオボウル他

卓球・フライング

5月 18日 (日 )総合開会式

福岡県本人活動 8月 下旬実施予定 クローバープラザ 総会・交流会

第 7回全国大会 11月 8日 (土)9日 (日 ) 東京都
日本工学院専門学校

(蒲田キャンパス)

令和 7年度
全国事業所研修大会

11月 8日 (土)9日 (日 ) 東京都 大田区民ホール・アプリコ

第64回九州大会 10月 18日 (土 ) ツ中縄県 パシフィック沖縄

第42回福岡県大会 11月 1日 (土 ) ウェルとばた 主管 1北九州市手をつなぐ育成会
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令不□7年 4月 20日 は ぐ く む 房3136`弓‐ (4)

全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報 0交流誌「手をつなぐ」

ィ
，
′
■
・ｒ

◇機関誌「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお申し込みください。

・年間購読料 1□ 3,900円 (送料別)

※送料は□数によって異なり、1□ (1冊 )の
場合は年間240円です。

【購読料のうち 1□当たり50円 は災害発生時の

見舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ2/3月号表紙

◎「手をつなぐ」4月号の予告
・特集
就学前の子育て
「この先どうなるのか」
「仕事と両立できるのか」
などの悩みに安心感を届ける特集です。
。今月の問題
地域連携推進会議のあり方

広報からのおことわり

☆「こんにちは」会員訪問記は、今回は紙面の都合でお体みしました。

☆育成会辞典は、3面に掲載しています。

【賛助会員会費は次の通りです】

知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーシ∃ン

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが

必要です。

是非、ご協力をお願いします。

◆会費(個人会員)1□ 2,000円/年
◆会費(団体会員)1□ 10,000円/年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】

公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
屋:3話 :092-584-4374 F′△、X:092-584-4378

E― mail i lnfo@fk― lkusei.org

HP:https://fk― lkusei.org/

饉
亀畿

簑ヽヽ 'ヽξヽ

2ヽ

団体賛助会員 (3□以上 )

申込、ありがとうございました。

翼会 放課後等デイサービスみらい
生活介護 セカンドつばさ
障害者支援施設 つばさ学園

起生会  生活介護 サンドリームつやざき
和光会  障がい者支援施設 希望の丘
北野学園 障害者支援施設
第二北野学園 障害者支援施設

(順不同)

○社会福祉法人

○社会福祉法人

○社会福祉法人

○社会福祉法人

○社会福祉法人

満
開
の
桜
が
柔
ら
か
な
日
差
に
眩
し
く
見
え

て
、
よ
う
や
く
春
ら
し
く
な
っ
て
き
た
。

こ
ぶ
し
も
ミ
モ
ザ
も
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
も
、
小
さ

な
ム
ス
カ
リ
も
咲
き
誇
り
、
花
は
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
る
。

２
月
の
半
ば
、
一
足
先
に
春
を
楽
し
み
に

「福

岡
よ
か
も
ん
ひ
ろ
ば
」
に
足
を
運
ん
だ
。

″花
と
生
き
る
！
Ｌ
Ｉ
∨
巨
×
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
　
Ｆ
∪

Ｋ
∪
●
Ｋ
Ａ
　
花
と
ア
ー
ト
の
祭
典
ク
と
称
し

た
企
画
展
が
開
か
れ
て
い
た
。

生
け
花
と

「花
」
を
テ
ー
マ
に
障
が
い
の
あ

る
人
た
ち
が
描
い
た
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
当
日
は
来
場
者
の
前
で
、　
一
人
の
障

が
い
の
あ
る
方
が
、
心
地
よ
さ
そ
う
に
身
体
を

ゆ
す
り
な
が
ら
、
何
か
を
□
ず
さ
み
な
が
ら
作

品
を
仕
上
げ
い
く
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
が
催
さ
れ
て

い
る
時
だ
っ
た
。

と
て
も
２
月
と
は
思
え
な
い
暖
か
く
晴
れ
た

日
で
も
あ
っ
て
、
窓
か
ら
差
し
込
む
日
差
し
に
、

水
鉢
に
生
け
ら
れ
た
花
々
が
眩
し
く
輝
き
、
会

場
は
柔
ら
か
く
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
、

身
体
も
気
持
ち
も
解
け
る
よ
う
だ
っ
た
。

福
岡
県
庁
の
１１
階
。
眼
下
に
東
公
園
の
緑
を

見
な
が
ら
深
呼
吸
。
北
側
に
は
、
博
多
湾
を
望

む
景
色
も
楽
し
め
て
カ
フ
ェ
・
ラ
ン
チ
も
美
味

し
い
。
ぜ
ひ
福
岡
県
庁

「福
岡
よ
か
も
ん
広
場
」
を

訪
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

（さ
ち
）

薇ヨヘ
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